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その優しさが守るもの
札幌・熊谷　優芽夏
　「助け合う」ということ。ほんの少しの優しさで、たくさんの人を笑顔にできるということ。これらのことを、私は身をもって体験しました。

　私は今、中学校の生徒会に入っています。その中の活動の一つとして、私たちはボランティア活動に力を入れています。例えば「雪かきレンジャー」という取り組み。これは近隣の雪かきが難しい高齢者の方から「雪かきをしてほしい」という要請が入ったら、その日の放課後に生徒会のメンバーの他に有志をつのり、スコップを持って雪かきに行くというものです。
　氷の混じった重たい雪はずっしりしていて、雪かきをしている腕が痛くなります。さらに，集めた雪はそりにのせ、近くの公園にもっていかねばなりません。みんなで交代しながら、集めては運ぶという作業を繰り返しました。家の周りの雪がだいぶなくなったとき、その家のおばあさんが出てきて、
「どうもありがとう。おかげでとても助かりました。」

と言ってくださり、とても心が温かくなりました。その一言で今までの疲れがふっとなくなった気がしました。

　また、「歳末助け合いの街頭募金活動」も毎年、生徒会でおこなっているボランティアの活動の一つです。年末に、障害を抱える方や支援を必要としているお年寄り、子どもたちなどに届けるためのお金を集めます。

　私たちは、お店の二か所の入り口に分かれて始めました。本当にお金は集まるのかなという不安を抱えている私の横で、「歳末助け合い募金のご協力お願いします！」という先輩たちの大きな声が響きました。私も恐る恐る声を出しているうちに、通りがかったたくさんの方々が募金をしてくださいました。始めは恥ずかしくて、なかなか大きく出せなかった声も、やっているうちにだんだん大きく出せるようになっていました。
「寒いけど、頑張ってね。」

と道行く人が声をかけてくださったこともとても心に残っています。

　ボランティアを通して、自分の小さな力も、助けを必要とする人の役に立っていることを実感しました。そして、「少しでも困っている人の助けになりたい」と行動してくれたたくさんの人の優しさに触れることができました。小さな優しさが集まれば、困っている人の大きな力になります。この力をさらに「犯罪を犯してしまった人を立ち直らせる」ということに向けてはどうだろうかと私は考えました。

　複雑な問題を抱え、それに耐えきれなくなってしまった結果、犯罪に手を染めてしまう人も多いのではないでしょうか。その人が耐えきれなくなる前に、周りの人の「大丈夫？」という一言があれば、何かが変わったかもしれません。苦しいとき、辛いときにかけてもらったささやかな一言で救われる人がいるかもしれません。
　すでに犯罪を犯してしまった人にも同じことが言えます。その人が「もう一度やり直したい」と思ったとき、周りの人が「あの人は一度犯罪を犯しているから……」と冷たい目で見てしまったら、その人はどうなってしまうでしょう。犯罪を犯してしまった人もこの社会の一員です。その人たちもこの社会で生きづらくならないように、手助けをする必要があります。それはごくごく小さなことでいいのです。その小さな優しさが集まり、犯罪を犯してしまった人達にも優しさの連鎖が生まれれば、立ち直りにつながると思うのです。
　人は一人で生きている訳ではありません。必ず「助け合い」をしながら生活しています。「助け合い」は優しさの連鎖で成り立っています。誰かに助けてもらったとき、手伝ってもらったとき、次は自分が優しさをわける番です。一人一人がこれを意識することで、誰もが笑顔でいられる、思いやりのあふれる社会になると思うのです。

　自分にできることは本当にちっぽけなことかもしれません。でもそのちっぽけなことを一生懸命する人の優しさが守るもの、それは笑顔や命、そして、一人一人の心ではないでしょうか。
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